
業務体系図（ロジックツリー図）

作成担当
総務企画部  安全課  交通防犯係  (1/1)

2桁 大分類 4桁 中分類 小分類
0101 01 交通安全啓発運動の実施

02 小学生交通安全登校リーダーの支援
03 交通安全啓発パトロールの実施
04 交通安全教育の実施

0102 01 菊川市交通指導隊の支援
02 菊川市交通安全会の支援
03 新入学児童へヘルメットの贈呈
04 小学校・幼保育園へストップマーク等の配布
05 自治会等へのぼり旗の配布

0201 01 青色回転灯防犯パトロールの実施
02 防犯啓発看板の設置

0202 01 防犯灯の新設
02 市有防犯灯の維持管理

0301 01 無料法律相談の開催
02 巡回交通事故相談の開催
03 自治会からの防犯・交通規制等要望対応

0302 01 菊川市安全安心まちづくり市民大会の開催
9901 01 議会・監査対応

02 予算作成
03 条例等改正
04 文書管理（ファイリング）
05 行政評価事務
06 課内庶務

任務目的（係の目的）

目的（総合計画） 6桁
市民の交通安全意識の高揚や防犯意識の向上などにより、安全に暮らせ
る社会の実現

01 交通安全対策の推進 0101 交通安全意識の高揚

市民が安心して安全に暮らせる「まちづくり」を目指し、交通安全会や交通
指導員活動などによる交通事故の防止、防犯パトロールや夜間防犯灯の
設置などによる街頭犯罪の抑止を図る

交通安全対策を充実させるとともに、防犯体制を強化する

業務概要

02

0102 他機関・団体への支援

防犯・暴追対策の実施

0202 防犯灯設置事業の推進

0201

0302 市民啓発大会の実施

99 その他業務 9901 その他業務

03 安全・安心事業の実施

防犯・暴追活動の実施

0301 市民相談・自治会要望の支援



業務棚卸表（個表）

作成日

部ｺｰﾄﾞ 10 部名

課ｺｰﾄﾞ 14 課名

シート 1/1 係名

管理指標 実績（H21） 目標 期限 困難度 職員配置

市内交通事故件数 395件 343件 23年度 ―

交通安全対策が充
実し、安全に道路
を通行できると思う
人の割合

57.6%
52.4%

（初年度実績）
23年度 ―

防犯対策が充実し
安心であると思う
人の割合

60.7%
52.9%

（初年度実績）
23年度 ―

交通安全教室
受講者数

6,683人 適正処理 22年度 ☆

街頭犯罪認知件
数 201件 239件 23年度 ☆☆

交通安全教室
開催回数

52回 適正処理 22年度 ☆

防犯灯設置箇所
数(市設置全体
数)

442灯 適正処理 22年度 ☆☆

2桁 4桁 6桁

01 安全教室受講者数 6,683人 適正処理 22年度 ☆ 2,780

0101 運動参加者数 648人 適正処理 22年度 ☆ 840

010101 実施回数 4回 4回 22年度 ☆ 650

010102 リーダー数 577人 適正処理 22年度 ☆ 30

010103 実施回数 20回 28回 22年度 ☆ 60

010104 実施回数 156回 適正処理 22年度 ☆ 100

0102 期限内処理率 100% 100% 22年度 ☆ 1,940

010201 会議開催回数 13回 14回 22年度 ☆ 950

010202 会議開催回数 4回 4回 22年度 ☆ 850

010203 配布率 100% 100% 22年度 ☆ 30

010204 配布校数 14校 適正処理 22年度 ☆ 50

010205 適正処理 適正処理 適正処理 22年度 ☆ 60

目的・業務内容 実績（H21）

目的
（総合計画）

総合計画

基本方針
（総合計画　P14～P17）

施策の柱

業務概要

市民が安心して安全に暮らせる「まちづくり」を目指し、交
通安全会や交通指導員活動などによる交通事故の防止、
防犯パトロールや夜間防犯灯の設置などによる街頭犯罪
の抑止を図る

任務目的
（係の目的）

交通安全対策を充実させるとともに、防犯体制を強化する

目的・業務概要

総務企画部

安全課

交通防犯係

備　考

人工
【時間数】

正規2.0人
嘱託0.0人
臨時0.0人

街頭犯罪　H20・・・15罪種
　　　　　　　H21・・・10罪種
H21～変更となったためH20の実績にあわせて変更
271→252

期限

小学校・幼保育園へストップマーク等の配布

自治会等へのぼり旗の配布

平成22年度
7.安心・便利・快適なまち　【都市基盤】　

困難度管理指標

3.交通安全の推進及び公共交通の整備　（総合計画　P92・P93）

備　考目標

市民の交通安全意識の高揚や防犯意識の向上などによ
り、安全に暮らせる社会の実現

業務コード

平成22年5月21日

交通安全対策の推進

交通安全啓発運動の実施

新入学児童へヘルメットの贈呈

交通安全教育の実施

交通安全意識の高揚

小学生交通安全登校リーダーの支援

交通安全啓発パトロールの実施

菊川市交通安全会の支援

他機関・団体への支援

菊川市交通指導隊の支援



2桁 4桁 6桁
目的・業務内容 実績（H21）

人工
【時間数】

期限 困難度管理指標 備　考目標
業務コード

02 適正処理 適正処理 適正処理 22年度 ☆ 890

0201 実施者証取得者数 適正処理 適正処理 22年度 ☆ 240

020101 実施日数 176日 適正処理 22年度 ☆ 180

020102 設置箇所数 5箇所 5箇所 22年度 ☆ 60

0202 設置箇所数（年度） 76灯 適正処理 22年度 ☆ 650

020201 年度設置率 79.8% 適正処理 22年度 ☆ 500

020202 適正処理 適正処理 適正処理 22年度 ☆ 150

03 適正処理 適正処理 適正処理 22年度 ☆ 1,050

0301 相談処理件数 130件 160件 22年度 ☆☆ 550

030101 開催回数 24回 24回 22年度 ☆ 220

030102 実施回数 2回 2回 22年度 ☆ 50

030103 適正処理 適正処理 適正処理 22年度 ☆ 380

0302 参加者数 500人 500人 22年度 ☆ 600

030201 適正処理 適正処理 適正処理 22年度 ☆ 600

99 適正処理 適正処理 適正処理 22年度 ☆ 1,028

9901 適正処理 適正処理 適正処理 22年度 ☆ 1,028

990101 適正処理 適正処理 適正処理 22年度 ☆ 200

990102 適正処理 適正処理 適正処理 22年度 ☆ 250

990103 適正処理 適正処理 適正処理 22年度 ☆ 20

990104 適正処理 適正処理 適正処理 22年度 ☆ 230

990105 適正処理 適正処理 適正処理 22年度 ☆ 40

990106 適正処理 適正処理 適正処理 22年度 ☆ 288

議会・監査対応

防犯・暴追活動の実施

青色回転灯装着車によるパトロール

防犯啓発看板の設置

無料法律相談の開催

市民啓発大会の実施

安全・安心事業の実施

市有防犯灯の維持管理

課内庶務

予算作成

条例等改正

文書管理（ファイリング）

行政評価事務

その他業務

その他業務

防犯灯設置事業の推進

防犯灯の新設

防犯・暴追対策の実施

菊川市安心安全まちづくり市民大会の開催

市民相談・自治会要望の支援

巡回交通事故相談の実施

自治会からの防犯・交通規制等要望対応



平成22年度　業務棚卸表（総括表）

所属 係　表番号 内　線

 H20実績  H21実績  H22実績  H23実績  H24実績 目標 期限

369件 395件 343件 23年度

53.80% 57.60%
52.4%

（初年度実
績）

23年度

57.70% 60.70%
52.9%

（初年度実
績）

23年度

6,498人 6,683人 適正処理 21年度

252件 201件 239件 23年度

48回 52回 適正処理 21年度

366灯 442灯 適正処理 21年度

【次年度改善措置】

　近年の犯罪の特徴は、凶悪化や広域化、複雑化しており、、犯罪の未然防止を警察だけに頼るのは困難さが増している。このため、市民・行政・警察
が連携、協力するとともに、市民一人ひとりが、「地域の安全は地域で守る」という防犯意識の高揚が必要である。
　また、高齢者や子供の自転車等の事故が増加傾向にあるため、継続的な事故防止活動に努めている。

　防犯まちづくり条例を制定し、防犯意識の高揚のための啓発活動、犯罪発生情報の提供、市民の安全を確保するための防犯灯の設置などの環境整
備を実施するとともに、地域防犯組織等による地域防犯活動を推進している。
　また、多発する交通事故を防止するため、交通安全会・交通指導隊などが中心となり高齢者移動交通教室、プロに学ぶセーフティー体験講座等の交
通安全活動を実施している。
　市民の交通安全・防犯意識が高揚、向上するよう、関係機関が連携協力した安全安心まちづくり市民大会（12月11日開催予定）を開催し、安全に暮ら
せる社会の実現を目指していく。

【前年度からの改善措置】

　　　総務企画部　　　安全課　　　交通防犯係 1/1 1144

目　的 総合計画等指標

【総合計画等指標の動向（現状分析）】

総合計画の位置付け

基本方針：7安心・便利・快適なまち【都市基盤】
施策の柱：3交通安全の推進及び公共交通の整備(総合計画　P92・P93)

交通安全教室受講者数

市内交通事故件数

市民の交通安全意識の高揚や防犯意識の
向上などにより、安全に暮らせる社会の実
現

交通安全対策が充実し、安
全に道路を通行できると思う
人の割合

任務
目的

業務
概要

市民が安心して安全に暮らせる「ま
ちづくり」を目指し、交通安全会や交
通指導員活動などによる交通事故
の防止、防犯パトロールや夜間防犯
灯の設置などによる街頭犯罪の抑
止を図る

交通安全対策を充実させるととも
に、防犯体制を強化する

街頭犯罪認知件数

防犯対策が充実し安心であ
ると思う人の割合

防犯灯設置箇所数(市設置全
体数)

交通安全教室開催回数



　引き続き防犯意識の高揚のための啓発活動や犯罪発生情報の提供、市民の安全を確保するための環境整備などを実施するとともに、地域防犯組
織等による防犯活動の協力を地域にお願いし市内全域に広げていく。、
　また、交通安全活動団体と連携し街頭指導や交通教室の開催などの交通安全活動を一層活発化し、市民の交通安全意識・防犯意識の高揚を図り、
市民が安心して安全に暮らせるまちづくりを目指す。




